
ABERに就いての一考察 : Harald
Weydtの解釈を巡って

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2008-03-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 諏訪田, 清

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00001090URL



ABERに就いての一考察
一一 Harald Weydtの解釈を巡って一―

何はともあれ,次のドイツ文を読まれたい。

Nehen Sie an,Sie wohnen in elnenl gro3en rnodernen Gebaude,wO slch

die Mieter kam kennen, I〕 ines Tages― Sie sind gerade beirn Kochen

―stellen Sie fest,da3 Sie kein Salz in der Wohnung habeno Sie gehen also

zu lhrer Nachbarin,Frau Meier,und klingelno Was sagen Sie,als sie die

Ttir aufmacht Pl)

このような場合に,人はどのような依頼の仕方をするだろうか。あるドイツ

人は,Harald Weydtが 調査したところによれば,次のように依頼したとのこ

とである。

(1)Ach entschuldigen Sie bitte die StOrung, aber ich bin gerade beiln

Kochen und stelle fest,da3 ich kein Salz hab'。 Konnten Sie rnir vlelleicht

aushelfen P2)

この依頼の仕方は,Weydtに よれば,ドイツ人の間では極めて普通のもので

あるようだ。問題はAch entschuldigen Sie bitte die StOrungの 次に現れる

aberである。この aberは どのような役割を果しているのであろうか。Weydt

は"4BER,″ IS UND ByP(1983)の 中でこの aberの役割を考察してい
る。Ach entschuldigen Sie bitte die StO― g,aberと いう話の切り出し方はド

イツ人に特有なものなのか,それとも他国の人の間でも使われているのか,そ
のことを彼は多くの言語において検証した。あるフランス人は次のような言い

方をしたとのことである。

清田
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(2)Bo■our,Madame Meier.Euh.Excusez―moi de vous“ ranger,mais ie

suis en tFain de faire la cuisine et je rn'apercois que je.… qu'il Fne rnanque

du sel.Vous n'pourriez pas■ 1'en prtter un peu?3)

フランス人はいかなる理由からExcusez― moi de vous daanger,maisと い

う言い方をするのだろうか。

本稿は aberに限定して,Weydtの考察を検討することにその目的がある。
但し,彼の考察に異を唱える積もりは毛頭ない。彼はドイツ人である。ドイツ

語は彼にとって母国語なのである。ドイツ人が問題としている事柄をドイツ人

と同一レベルで問題とする日本人が相当多く見られる。しかし,そ うした日本

人のドイツ語はどの位のレベルにあるのだろうか。筆者の考えでは, ドイツ人

と同じようにドイツ語ができる日本人,換言するならば, ドイツ語を内側から
見ることができる日本人は殆ど皆無であろう。そうならば,日本人がドイツ語

を研究する場合には,あるいは, ドイツ人によるドイツ語の考察を研究する場

合には, ドイツ人とは思考様式の異なる日本人の立場,即ち,日本語から行う

以外に他に方法がありうるだろうか。参考文献として多くのドイツ人による論

文を挙げるということは,確かに「恰好がよい」。しかし,そ ういう手法を採用
した論文の殆どすべてが, ドイツ語を理解するのに全くと言つてよいほどに役
に立たないのも事実である。ドイツ語がドイツ人ほどにできないのに, ドイツ

人の疑間とする事柄をドイツ人と対等の立場で論じようとしたことがもたらす

必然的な結果である。

本題に戻ろう。Weydtは,こ のような aberは 自分の考える「普通の aber」

(die no・ 11lale ABER)か ら多少かけ離れている, と考えている。Weydtは先

ず「普通の aber」 がいかなるものかを考察する。

zlmachst zur Erklarung der nollllalen ABERo Es gibt beijedem VOrkom‐

men von αι′″zwei Propositionen,die zueinander in Beziehung gesetzt

werdeno Sie sonen in.f。 lgenden"These“ und"Antithese“ genannt werden。

E)ie Antithese entspricht der mit αιιγ eingeleiteten Proposition. Beide

Propositionen schlie3en sich nicht gegenseitig aus.Sie sind sogar durch‐

aus nliteinander kompatibelo αみι″hat in dieser Konstenation die Funk‐

tion,einern vom Sprecher beirn Gesprachspartner filr rnёglich gehaltenen

Fehischlu3 zuvorzukorrlmen und ihn zu verhindern.4)
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「普通の aber」 は,Weydtに よれば,このように定義される。では,「普通
の aber」 とは具体的にはどのようなものであろうか。それに該当するものとし

て,Weydtは 次のaberを挙げる。

(3)Karl ist gro3,aber schwach.助

日本人もよく知っている,それこそ極く「普通の aber」,「しかし」という訳

語を与えることのできるaberである。Weydtの定義は(3)に現れた「普通の

aber」 において,次のように妥当することになる。

In einem Satz wie(3)wird von Karl gesprochen,der groS ist.Der Sprecher

nimmt an,da3 der Horer,宙 elleicht aufrnd seiner bisherigen Erfa― ‐

gen,der Meinung sein konnte,da3 Karl,wem er groS ist,auch stark ist.

Einenl solchen FehlschllJ3 will er durch die Antithese zuvorkommeno Er

verbindet These und Antithese durch《五e adversative KoniunktiOn αι′″,

wn darauf aufmerksam zu machen, da3 das zweite Element eben als

Antithese in《五esem Sinn verstanden werden so■ .6)

この注釈は日本人にとっても何ら抵抗なく受け入れることのできるものであ

ろう。しかし,非常に興味深いことに,Weydtは ,(1)の aberも「普通の aber」
と同じように説明される,と言うのである。Weydtに よれば,(1)の aberにおい

ても,Theseと Antitheseが 次のように認められることになる。

These: Ich kenne die gesellschaftliche Regel, da3 man andere Leute

nicht storen soll.

Antithese:Ich habe G」山口山3,Sie trotzdenl zu storen.7)

ドイツ人は Weydtの解釈をどのように評価するだろうか。それは,残念なが

ら,少なくと筆者には知る由もない。翻って,日本人には,日本人の思考様式
からくるのであろうが,こ れはとても受け入れることのできない解釈であろう。

少なくとも筆者には,Weydtの 言う Antitheseは 考えられない。
では,こ の(1)の aberを 日本人の立場から考察するためには,何が行われなけ
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ればならないだろうか。ドイツ人の書いた aberの文献を読むこと,そ んなこと

は必要ではない。そうではなくて,何よりも先ず aberの用例をできるだけ多く

収集すること,それが肝要なのである。その時に始めて,aberの働きを日本人

が知ることができるであろう。

本稿はWilhelm Hauffの "Die Karawane“
の中から"Die Geschichte vom

Kalif Storch“ と
"Die Geschichte von dem kleinen Muck“

を選び,こ の 2作

品の中で使われているaberを検討し,また,必要に応じて他の作品に現れた
aberを も援用し,以て aberの働きを究明することとする。その 2作品には全部

で 103個の aberが使われていた。

Weydtによる aberの定義は紹介したが,参考までに他のドイツ人が aberを

どのように考えているか,それに一寸触れておく。Dudenの Deutsches U亜 ver‐

sal WOrterbuchに よると,aberの機能はGegensatzを 表すことにあり,その

意味はDe]doch,dagegenと いうことになる。他の辞典,例えば,Dudenの Das
groSe Wёrterbuch der deutschen Worterbuch, lBrockhaus―Wahrig`D]Deu中

tsches Worterbuch, Klappenbach― Steinitz 6D Worterbuch der deutschen

Gegenwartsspracheで も,ま た,Gerhard Helbigの Lexikon deutscher Parti‐

kelに おいても,事情は同じである。しかし,残念なことに,独々辞典に書かれ

ていることはドイツ人の筆によるものであるために,そ こからは日本人が疑問
とすることを知ることができない。では, ドイツで公刊されている論文はどう

であろうか。ここでも独々辞典と全く変わらない。思考方法の違いから, ドイ

ツ人による aberの研究論文は, ドイツ語がドイツ人と同じレベルにある日本

人にしか役に立たないのである。

今度は日本に目を移してみよう。先ず独和辞典である。殆どすべての独和辞

典は aberの意味として,先ず「しかし」を挙げ,その機能が Gegensatzで ある
としているPこ れはある意味で当然である。独和辞典は独々辞典の翻訳と言っ

ても,決して言い過ぎでないのである。次に論文である。近年 aberに関して 2

つの論文が公になった。幸田薫氏の『発話行為に係る不変化詞一一αbι%,,αJJa簿

″鶴ゞ,あ滋』と保坂良子氏の『等位接続詞の語用論的用法』である。ここで両

氏の論文に立ち入ることはしない。ただ,腹蔵無く言えば,両氏の論文は,aber

が何であるかを他ならぬ日本人が知ろうとする時には,残念ながら全くと言っ
てよいほどに役に立たない。では逆に,ドイツ人がこの論文を読んで,aberが

ドイツ人にとっていかなるものであるか,それを改めて知ることができるかと

言えば,それは全く不可能であろう。多くの文学作品が教科書版となっている。

―-180-



そういう教科書を使った経験から言うと,必要のない箇所に注があり,知 りた
い箇所に注がないことにしばしば出会う。失礼を省みずに言えば,同 じような
ことしかこの 2つの言わゆる「論文」からは見てとれないのである。

かような訳で,当たり前のことであるが,言わば「注を必要とする」aber,

日本人から見た aber,それを論じなければ,価値がないのである。先ず,下線
を施した次の aberを考えてみよう。

(4)。 ..;er(=der andere Storch)putzte sich nlit dem Schnabel seine Fu3e,

legte seine Federrl zurecht llnd ging auf den ersten Storchen zu.Die beiden

neuen StOrche(=der Kalif md sein Wesir)aber beeilten sich,in ihre Nahe

zu kommen, und vernah□n zu ihrem Erstaunen folgendes Gesprach:

《Guten h/1orgen,Frau Langbein,so frth schon auf der WieseP》

(Die Geschichte vOm Kalif StorcD

このaberの働きと意味は残念ながら,独和辞典には載っていない。ここで
aberは Weydtが言う,Antitheseを導入するための役割を果しているだろう
か。即ち,Gegensatzの働きをしているだろうか。換言すれば,このaberの意

味は「しかし」であろうか。「しかし」という訳語を与えると,断然おかしい。
翻訳がいくつかあるが,その中の1つ一二訳者は野本祥治氏である一一はこの
aberに訳語を与えていない。その考えに賛成である。では,aberは ここでいか

なる働きをしているのであろうか。次の aberも 同じ働きをしているものと思

われる。

(5)Als sich der Kalif von seinem Erstaunen erholt hatte,bilckte er sich

mit seinem langen Hals, brachte seine dunne Fu3e in eine zierliche

Stellung und sprach:《 Nachteule!Deinen Worten nach darf ich glauben,

eine Leidensgefartin in dir zu sehen. Aber ach! Deine Hoffnung, da3

durch uns deine Rettung kominen werde,ist vergeblich.Du wirst unsere

Hilflosigkeit selbst erkermen,werm du urlsere Geschichte horst,》 Die

Nachteule bat ihn zu erzahlen,der Kalif aber hub an und erzahite,was wir

bereits wissen. (Die Geschichte vom Kalif Storch)

訳者の野本氏はここでもaberに訳語を与えていない。それで構わないと思
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う。察するに,こ の(4X5)に現れた aberは ,ひ ょっとすると日本人には最も難し

い aberの 1つかも知れない。

仮に,こ の二つの aberがどのような働きをするものであるか,と ドイツ人に

尋ねるとしよう。ところが,これは彼らには愚問そのものであろう。もしこの

質問を向けられたとしたら,こ こにもGegensatzが認められる,と彼らは答え

るであろう。そうでなければ,あ っさりと次の注釈で説明することであろう。

in abgeschliffenerem Sime auch zur blo3en Fortfting der Rede in der

Erzahlung dienend9)

この解釈は近年, ドイツで刊行されている辞典でも採用されているようであ
る。当然のことに,日本でもいくつかの辞典がこの解釈を受け入れている。in

abgeschliffenerem Sirlne(か なり弱まった感じで)と は,恐らくGegensatzの
ことを言っているのであろう。しかし,日本人である筆者には,この解釈を受
け入れるには,些か抵抗がある。Gegensatzが 弱まるということは,そ もそも
どういうことを意味するのであろうか。この疑間と関連することであるが,仮
に Gegensatzの働きが弱まったとしたら,aberは必ず blo3e Fottf山向唖ξ der
Rede in der Erzahlung(物 語における話の単なる続行)の働きをすることにな

るのだろうか。もしそうだとしたら,aberは undと どこが違うのだろうか。仮

に(4X5)の aberを undに置き換えるとしたら,ドイツ人は絶対に反対するであ
ろう。

ではどうしたらよいか。実はこの(4)(5)に出てくるaberの働きを解明するた

めの手掛かりになると思われる例が収集した103個のaberの 中にあるのであ

る。それは次のaberである。

(6)Lange betrachtete er(=der Geltte Selim)die Schrift;p10tzlich aber

rief er aus:《 Das ist Lateinisch,o Herr,oder ich lass'mich hangen)10

(Die Geschichte vom Kalif Storchl

学者ゼーリムは,宰相が購入したものに何が書かれているのか,それを解読
する命を受けて,王のもとに呼ばれていたのである。ゼーリムは学者の面子に
かけて解読しようとする。その後が上の文である。aberの出現によって何が起

きた,と読者は思うであろうか。筆者はいま「aberの出現によって何が起きた」
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と言った。aberの出現は何かが起きたということを示唆しているのではなかろ

うか。具体的に言えば,aberは ,書かれているものをゼーリムが長いこと見つ

めていたという作業が終了し,これから新たなる出来事の展開が始まるのでは

ないか,このことを読者に予想させる働きをしているのではなかろうか。内容

を解読できたという報告をひょっとしたらゼーリムがこれからするのではない

か,と いう新たなる展開を読者は期待することができるのではなかろうか。同

じような働きをしていると思われる aberを もう 1つ挙げよう。

(7)Mir war gar nicht wohl zu Mut;ich Ыieb daher lange in meinem

Verstck;endlich aber trieb mich der Hmger,den ich arger furchtete als

schlage,heraus,und demtitig und lnit gesenktern Kopf trat ich vor rneinen

Vater @ie Geschichte von dem kleinen Muck)

aberの出現は,隠れるという「私」の行動が終わりとなり,こ れから新たな

る出来事の展開が始まるということを読者に予想させている,このように解釈

することができるのではなかろうか。

この(6X7)の例に認められるaberか ら,恐らくは aberのすべての用法に通底

するものが何であるか,少なくともその輪郭だけは描くことができるように思
われる。接続詞 aberは それまでの出来事に終わりを告げ,新たなる出来事の展

開が始まることを読者に知らせる働きをしているのではなかろうか。換言すれ

ば,aberはそれまでの出来事に終わりを告げ,新たなる出来事の描写を,接続

詞として文字通り「接続する」働きをしているのではなかろうか。無論,(6X7)

の aberは接続詞ではない。しかし,この 2つのaberも そのような機能を持っ

ていると解釈してもよいのではなかろうか。

接続詞 aberを取りあえず次のような機能を持つものと定義しよう。

接続詞 aberはそれまでの出来事に終止符を打ち,その出来事から離れるこ

とによって,その出来事の後に新たなる出来事を接続する機能を持つものであ

る

早速,この定義のもとに下線を施した次の aberを見てみよう。

(8)Als die Storche an ilrer Mauerlticke dieses (=MutabOr)hOrten,
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kamen sie vor Freuden beinahe au3er sicho Sie liefen auf ihren langen

Fti3en so schnell dem Tor der Ruine zu,da3 die Eule kaum folgen konnte.

Dort sprach der Kalif ge■ hi zu der Eule:《 Retterin meines Lebens urld

des Lebens lneines Freundes,rurrln zunl ewigen]Dank ftir das,was du an

uns getan,mich zum Gemahl an!》 Dam aber wandte er sich nach Osten.

Dreimal bickten die StOrche ihre langen Halse der Sonne entgegen,die

soeben hinter dem Gebirge heraufstieg.《 MutabOr!》 riefen sie;im Nu

waren sie verwandelt, und in der hohen Freude des neugeschenkten

Lebens lagen Herr und E)iener lachend und weinend einander in den

Amen.                lDie Geschichte vom Kalif Storchl

下線部のaberも 日本人には恐らく不要なものと映るであろう。訳者の野本

氏もこの aberを訳出していない。aberは ,こ こでは(6X7)の aber以上に,その

存在理由が日本人に理解しがたいものとなるであろう。しかし,aberを上述の

ように定義すれば,aberが ここで果たしている役割もわかってくるのではなか

ろううか。変身中は絶対に笑ってはならないという掟を王と彼の臣下は破って

しまった。二人はコウノトリから人間に戻ろうとして,学者ゼーリムがその内

容を解読してくれたものに書かれてある通りに,東を向いて脆き,Mutaborと

いう言葉を発しようとする。しかし,最後の Mutaborと いう言葉がどうしても

彼らの日から出てこないのであった。以上のことを念頭に置いて,こ の文章を

読むとしよう。Mutaborと いう言葉を思い出す機会を与えてくれた臭に対し

て,王と彼の臣下はお礼を言う。ここで aberが出現する。この aberに よって,

それまでの出来事に終止符が打たれ,新たなる出来事が描かれるであろうこと

を読者は容易に想像することができる筈である。その新たなる出来事が何であ

るか,それは言うに及ぶまい。二と彼の臣下である宰相の願望が実現するとい

うこと,即ち,彼らは東を向いて脆き,よ うやくMutaborと いう言葉を発して

人間に戻ることができるということである。

aberの定義はWeydtが言う「普通の aber」 に対しても,勿論,妥当する筈
である。それを次の例で検証してみよう。

(9)Seitdem lebt der kleine Muck hier in groSem Wohlstand,並 ein_

(Die Geschichte von dem kleinen Muck)
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今まで述べて来たことからすれば,イ さヽなムクが in groSem Wohlstand(と

ても幸せな状態で)であることは読者も容易に想像することができるであろう,

と作者 Hauffは考えている。しかし,Hauffの念頭から離れないのは,主人公
がそれにもかかわらず,einsam(孤独で)であるということである。作者はそ
のことを読者に知らせる義務があると考える。その義務を果たすために,作者
は aberを登場させる。もはや説明は要しまい。aberの出現によって,主人公が

in groSem Wohlstandで あるということに終止符が打たれ,新たなる出来事の

展開が告げられる。その新たなる出来事がいままで述べてきた主人公の状況か

らかけ離れたものであろうということ,貝口ち,それまでのこととGegensatzで

あること,それは読者にも容易に想像がつく筈である。
Weydtは ,先に述べたように,「普通の aber」に認められるTheseと Antithe‐

seはすべての aberに も等しく認められる,と 考えている。確かに「普通の

aber」では,Weydtの言う通りであろう。しかし,その他のaber一一この言い

方が奇妙であることは言うまでもない一一においては,先に指摘したように,
日本人の立場から見ると,Theseと Antitheseは 認められない。これはどのよ

うに考えるべきであろうか。「普通の aber」 は「原初的 aber」 がもたらす 1つ

の所産に過ぎないにもかかわらず,Theseと Antitheseの 明白に認められる
aber,即 ち,「普通の aber」が余りにもしばしば使われ,その結果,「普通の aber」

が「原初的 aber」 そのものであると錯覚された,こ のように考えることができ

るのではあるまいか。

ところで,aberの全用法に通底するLeitgedankeの 定義は筆者の思いつき
からきたものでは決してない。この定義にはそれなりの根拠がある。Paulの

DeutschesWOrterbuchは ,aberの原初的意味は weiter weg,spaterでぁる,
としている。また,Etymologisches WOrterbuch des Deutschenは ,aberの
原初的意味はweiter entfemt,spaterでぁる,と している。更にまた,Kluge
のEtymologisches WOrterbuch der deutschen Spracheは aberの原初的意味

として danachを載せている。この 3つの辞典によれば,aberの原初的意味は

次のように,即ち,「離れる」ということ,及び「後に」ということである,と
纏めることができるであろう。このように纏めることができれば,あ る出来事
に終止符を打ち,その出来事から「離れ」,その出来事の「後に」新たなる出来
事を接続させると定義した,接続詞 aberが現在持っている機能,それは容易に

導き出せるではないか。恐らくこの三つの辞典が指摘する原初的意味は,現在
でも脈々と生き続けているものと思われる。aberと いう語を聞くと,その意味
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は「しかし」である,と直ぐに考えがちである。しかし, ドイツから出ている

語源辞典は,aberの原初的意味として,日本語の「しかし」に該当する語を載
せてはいないのである。これは注目に値することである。「しかし」という意味

は,繰 り返しになるが,ある状況において aberが帯びるほんの 1つの意味に過

ぎないのであろう。但し,ほんの 1つの意味に過ぎない「しかし」の意のaber
が,ドイツと同じように日本でも,「普通の aber」であると安易に見なされてい

る。そのためにドイツ人はさておいて,少なくとも日本人には aberは難しいの

であろう。

さて,い よいよ残った課題である(4X5)の aberを検討することにしよう。ここ

でも先に行った aberの定義が妥当する筈である。いずれの例においても,ある

出来事が終了し,それに対応する形で新たなる出来事が生ずる。(4)に おいては,

一羽の本物のコウノトリがこれまた別の本物のコウノトリの許へ駆け寄る。他

方,コ ウノトリに変身した王と彼の臣下はその 2羽の本物のコウノトリの所へ

近づいて,そのコウノトリの会話を盗み聞く。筆者はいま「他方」という語を

使つた。「他方」という語は,話題の移行を伝えようとする時に使われるもので
ある,と言うことができるであろう。aberも ,こ こでは,同じように話題を移
そうとするときに使われている筈である。本物のコウノトリの話が終わり,即
ち,話が本物のコウノトリから離れ,今度は話をいよいよ変身した 2羽のコウ
ノトリヘ移す,そ ういった合図を aberは行っている,と見なすことができるの

ではあるまいか。話題を移すということ,これは上に挙げた aberの定義にそっ

くり当てはまる。

今度は(5)を検討することにしよう。ここでもaberは (4)と全く同じように考

えることができるであろう。果はヨウノトリから人間に戻れないで困っている

王に対して,彼の身に何が起きたのかを話して欲しいと願う。ここで aberの出

番となる。この aberに よって,話題の中心が臭を離れ,王に移行したことを読

者は知ることができるであろう。臭が王に懇請しているのであるから,今度は
王がその懇請に対してどのように対応するかが問題となってくる,と誰でも考
える筈である。

ここで aberの位置について一言触れておくことも無駄ではあるまい。Die

beiden neuen StOrche aber beeilten sich,in ihre Nahe zu kOmlnenと いうよ

うに,Die beiden neuen Storcheの 次に aberが出現する。ある時,さ る作品

の教科書版にかかるaberの注を見たことがある。そこでは,aberは主語と定動

詞との間に入ることがある,と いった注が施されていた。確かにその通りであ
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ろう。しかし,これでは余りにもお粗末すぎる。問題としているaberの位置は

次のように解釈することができよう。aberが Die beiden lleuen StOrcheの前

に位置しないで,即ち,Aber die beiden neuerl StOrche beeilterl sich,in ihre
Nahe zu kOInmenと ならないで,Die beiden neuen StOrcheの 後に位置して

いるが,こ れは,変身した 2羽のコウノトリから話題の移行が始まる合図,即

ち,この 2羽のコウノトリにまつわる出来事が新たに開始される合図である,

そのように解釈しなければなるまい。

尚,先に(4)(5)に触れた際に,ドイツ人はこの aberを Gegensatz,あ るいは,

in abgeschliffenerem Sinne auch zur blo3en Fortfhmg der lRede in der

Erzahlung dienendと 見なすかも知れない,と述べた。ここでは本物のコウノ

トリと変身したコウノトリはお互いにどのような関係にあるのだろうか。両者

は「対」の関係にある,即ち,「対比」されている,このように考えることがで

きるのではあるまいか。この「対」,あるいは,「対比」をGegensatzと 見なす

ことは日本人にも可能であろう。とすれば,ド イツ人が行うかも知れない

Gegensatzと いう注釈は理解できることになる。この Gegensatzの働きをする

aberは ,勿論,aberの定義を行った際に述べた「新たなる出来事の展開」から

導かれる。他方,in abgeschliffenerem Sinne auch zur blo3erl Fortfm

der Rede in der Erzahlung dienendと いうことも,接続詞 aberが「新たなる

出来事の展開」を接続するものと解することができれば,これから容易に導く

ことができるのではないか。

自分の定義した aberを説明するために,都合のよい aberだ けを持ち出して

いると言われかねない。先の定義が他の aberに も妥当するか否か,検討してみ

よう。まず下線を施した次の aberである。

00 Man denke sich den Schrecken des Hofes!Man schickte sogleich nach

allen Aご zten der stadt;sie kamen haufenweise,verordneten Pillen und

M破turen;aber die Ohren md die Nasen bliebeno Man operierte einen der
Prlnzen;aber die(Эhren wuchsen nach.

lDie Geschchte von dem kleinen Muck)

ムクは濡れ衣を着せられて王の侍従飛脚としての地位を追われ,あてどなく

放浪する。食べ物に困り,た またまイチジクを食べる。すると,両耳と鼻が異

常に大きくなる。しかし,空腹には勝てない。彼はまたイチジクを食べる。彼
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の予想もしないことに,今度は鼻と耳が元通りになる。それで,彼はこのイチ
ジクで以て王室に対する復讐を企てる。運良く,彼はイチジクを王室へ売り込
むことに成功する。王家の人々はそのイチジクを食べる。彼らの鼻は当然のこ

とに異常に大きくなる。その時の驚き様がこの00である。ここの aberは単に

Gegensatzの 働きをしている「普通の aber」 に過ぎない,このように簡単に済
まされるかも知れない。しかし,こ こでもaberは これまでの例と同じように解

釈したほうがよい。先ず投薬が行われる。医師も患者も,こ れで両耳と鼻は元

通りになる,と考えることであろう。ここで aberが出現する。この aberは事
態が彼らの期待からそれこそ「離れて」いくことを知らせている,このように
解釈することができるのではなかろうか。aberが医師と患者の期待から離れて

いくこと一一それはGegensatzと いうことである一―を示唆するとすれば,こ

の aberはできるだけ文頭に位置したほうがよいであろう。今度は次の例であ

る。

αD Der Kalif tat die Pfeife ein wenig aus dem Mund urld sprach:《 Warum
machst du ein so nachdenkliches Gesicht,Gro3wesir?》

Der Gro3wesir schlug seine Arrne kreuzweise uber die Bmst,verneigte

sich vor seinem He..1l urld antwortete:《 Herr,Ob ich ein nachdenkliches

Gesicht mache, weiS ich nicht; aber da drunten arrl Schlo3 steht ein

Kramer,der hat so schOne Sachen,da3 es rnich argert,nicht viel uberflus_

siges Geld zu haben.) (Die Geschichte vom Kalif Storch)

王は宰相が浮かぬ顔をしていることに気づき,その理由を尋ねる。それに対
して,宰相は王の問いかけに関心を示そうとしない。そして aberを登場させ
る。筆者はいま,「王の問いかけに関心を示そうとしない」と言った。これは王

とのやり取りから宰相が「離れて」いくことであると考えることができるであ

ろう。裏返して言えば,この行動をとることによって,宰相はある事柄を王に
伝えようとしていると解釈することが可能であろう。否,「離れる」という行動

をとって始めて,宰相はある事柄を王に伝えようとする行動に移ることできる,

と言ったほうがより正確かも知れない。宰相はaberを導入することによって,

本題に入ることができるのである。このように考えれば,こ こで aberが使われ

ている根拠は説明できるであろう。

これでようやくWeydtが考察の対象としている(1)の aberを論ずることが
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できる。食事の用意をしていて塩がないことに気付いた主婦は隣家のベルを鳴

らし,塩を借りようと考える。しかし,余 り話をしたことのない隣人に対して,

いきなり塩を貸してくれとは頼めない。そのような時にドイツ人は先ず Ent‐

schuldigen Sie bitte die StOrungと切り出すのであろう。この言葉によって隣

人に対する礼を尽くした,と ドイツ人は考えるのではあるまいか。後は aberを

登場させれば宜しい。aberの働きによって,外交辞令から離れ,直ちに本題に

入ることができるのである。

Entschuldigen Sie bitte die StOrung,aberと いう形式は, 恐らくこのよう|こ

解釈できるのではないだろうか。しかし,こ れはあくまでも日本人の思考様式

によって行われた解釈に過ぎないのである。他の言語を母国語とする者ならば,

あるいは,これとは異なった解釈をするかも知れない。もし「取りあえず」と

いう留保の下に行った aberの定義が誤っていないとするならば,次のaberも

容易に説明できるであろう。

l121 Herr Gerber:Guten Tag,mein Name ist Gerber.Ich komme von der

Firlrla lndex,Ist]Herr Fuchs da P

Sekretarin:  Tut rnir leid,aber Herr Fuchs ist gerade untepⅣ egs.

これはある教科書に載っていたものである:D質問に答えて,い きなりHerr

Fuchs ist gerade unterwegsな どと言うことは失ネLな ことであり,と ても出来

まい。そのような場合に, ドイツ人は先ず Tut mir leidと 言うのであろう。こ

れは恐らく期待に応えられない際の常套句と考えられる。秘書もこの表現を使

う。同時に,彼女はaberを登場させる。aberを用いることによって,彼女はお

詫びをしたと考え,本題に入って,Gerber氏 の質問に答えようとするのである。

次のaberも 同じように考えることができる。

》Es tut mir leid《 ,sagte er(=ToniO KrOger),》 aber ich fl■re keine Papiere

bei mir.《

警官に身分証明書の提示を求められたトニオ 0ク レーガーの文句である。警

官の要請に対して,身分証明書を持ち合わせていないということだけをぶっき

らぼうに言うことは,常識人にはできない。トニオ・クレーガーは文学者であ

る。そこで彼もEs tut mir leid,aberと 言ったのであろう。
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注

1)Weydt,H.:4班,MAS UND βυT,S.148.
2)Ibidern s.148.

3)Ibidem s.148.

4)Ibidem s.148-S.149。

5)Ibidem s.148.
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6)Ibidem s.149。

7)Ibidem s.149.

8)例外として『独和言林』を挙げることができる。ここでは接続詞 aberは次のように記さ

れている。

1(そ れから :)そ して, さて, ところで :Abel war ein Hirt,Kain aber ein

Ackemann.

2〔今日の普通の意味〕ところが,しかし,だが,それに反して,それにしても (allein

よりも弱い):klein,aber mein 小さくとも私のだ/nun aberと ころが/oder

aber,又 :sonst aber さもなければ

3  くIII〉

9)W6rterbuch der Hauptschwie五gkeiten in der deutschen Sprache,S.1.

10)このような解釈に対して,次のような疑間が出されるかも知れない。それは,ゼーリムが

作業を終了したとわかるのは aberで はなくて,寧ろ p10tzlichで はないのか,と いうもの

である。次の例を見られたい。

Chasid und sein Begleiter glngen durch die Gange面 er,um sich ein trockenes

Platzchen zu suchen;p16tzlich blieb der Storch Mansor stehen.

①ie Geschichte vom Kalif Storch)

ここでは確かにaberは使われていない。しかし,p10tzlichの 登場によって,カ シドと

彼の従者が廊下を歩き回ることを止めたということは予測できるのではないのか,そ の

ような反論が出るかも知れない。この反論は最もなものであろう。しかし,仮にaberを

用いて。..;p10tzlich aber blieb der Storch Mansor stehenと すれば,新たなる出来事が

生じたということを読者に一層はっきりと伝えることになるものと思われる。

11)Wolfgang Schlecht・ 三室次雄著『ハロー 0ヴィーゲーツ?』 20頁。

―-191-―


